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中国人日本語学習者のコロケーション習得における母語の影響
――「X をとる」の中国語対訳分析に基づいて――
　　　　　　　
　　　　　林　麗青（LIN LIQING）（博士前期課程 2018 年 3 月修了）
　日本語学習者にとって、コロケーション能力を高めることは重要であるが、コロケーショ
ンの習得には母語の影響が見られることが指摘されている。
　本研究では、多義語「とる」のコロケーションに注目した。調査では、まず、中国人日
本語学習者の「とる」のコロケーション習得上の困難点を予測するために、日中対訳の
観点から「X をとる」について分析した。コーパスから抽出した「X をとる」の上位 100
項目を分析の対象とし、意味を『大辞林　第二版』の大区分に基づいて分類し、中国語
に訳した。中国語対訳を分析した結果、「自分の方に持ってくる」方向性を含意する『大
辞林』の大区分１（手に持つ）、2（それまであった所から自分の側に移す）、5（選び出
す、選んで決める）は中国人日本語学習者にとって習得しやすく、方向性が「自分の方か
ら持っていく」という意味を含意する大区分 3（それまであった場所から別のところに移
す）、方向性が感じられない大区分 7（数量や物事を知る、推し量る）、9（手・足・体な
どを動かす、ある動作をする）は習得が難しいと想定した。また、「とる」のコロケーショ
ン習得には、母語の直訳が見られることも予想した。分析に基づいて、中国の大学で日本
語を学ぶ中上級学習者 50 名を対象に調査を実施した。調査では、①中国人日本語学習者
にとって、『大辞林』大区分 1、2、5 は、大区分 3、7、9 より習得しやすいか、②中国
人日本語学習者はコロケーションの動詞の選択において、母語の直訳の影響を受けるか、
の 2 つを研究課題とした。
　研究課題①については、「とる」のコロケーションの正否を問うフレーズ性判断課題の
結果、大区分 1、2、5 は大区分 3、7、9 より正答率が有意に高かった。このことから、
学習者のコロケーション判断に母語の意味と知識が関わっていることが示唆された。一方、
同じ大区分に属するコロケーションでも正答率にはばらつきが見られた。慣用句に近いも
のは難しく、正答率が低くなると推測した。
　研究課題②では「X を動詞」の動詞の部分を空欄にし、そこに入る動詞を三つの選択肢
から選ぶように指示した。今回の調査対象は中上級学習者であったため、動詞の選択にお
いて、母語の直訳の影響をあまり受けていないことが分かった。また、分析の結果、母語
の直訳の影響を受けやすい場合として、「とる」の意味が学習者にとって典型的でない場
合と、典型的であるために母語と結び付けやすく過剰般化が起こる場合があることを指摘
した。
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日本語学習者による感謝および陳謝の発話行為
　　　　　　　
　　　　　張　楚欣（ZHANG CHUXIN） （博士前期課程 2018 年 9 月修了）
　「外国語でコミュニケーションを成功させるためには、発音、文法、語彙などの知識以
外に、少なくとも、実際に言語を使う状況や場面、相手との人間関係などに照らして適切
な言い方で話せる能力が必要」（清水 2009：iv）である。日本人は実際の日常生活で「あ
りがとう」や「すみません」のような表現を多く使っている。特に「すみません」の使用
が多く見られ、感謝の意味を表す場合もあるし、謝罪の意味を表す場合もあるが、日本語
学習者にとって、このような陳謝表現と感謝表現は適切な運用が難しい。
　本研究では、日本語母語話者の中でよく使われる陳謝表現と感謝表現を対象として、同
じ状況で中国人日本語学習者がこれらの表現をどのように使うかを明らかにすることを目
的とする。
　国立国語研究所の多言語母語の日本語学習者横断コーパス（International Corpus of 
Japanese as a Second Language）を用い、日本語母語話者と中国人日本語学習者の依頼
と断りのロールプレイをデータとして以下の研究課題（1）を設定した。また、今回の中
国人日本語学習者が使った日本語教科書における陳謝と感謝の表現を分析し、以下の研究
課題（2）を設定した。
　（1） 中国人日本語学習者による陳謝と感謝の表現の使用は、日本語母語話者と比べて
どのように異なるか。
　（2） 中国人日本語学習者による陳謝と感謝の表現の使用の特徴は、日本語教科書の影
響を受けているか。
　課題（1）については、日本語母語話者が陳謝表現を多く使用するのに対して、中国人
日本語学習者は感謝表現を多く使用することが明らかになった。特に話題終了部では、日
本語母語話者がよく「すみません」類を使うのに対し、中国人日本語学習者は単純な感謝
を表す「ありがとう」類の使用が多いことが分かった。また、日本語母語話者は丁寧な陳
謝表現を使用し、陳謝表現を繰り返し使用する傾向も見られた。しかし、中国人日本語学
習者ではそのような傾向が見られなかった。
　課題（2）については、今回調査した中国の日本語教科書では、「すみません」が感謝
表現として使えることに関する十分な用例と説明がなく、このことが、中国人日本語学習
者が感謝場面で「すみません」より「ありがとう」を多く使用することに影響していると
考えられる。
　今回は、限られた場面と限られた人間関係しか調査していないため、この結果を広く一
般化できるとは言えないが、ロールプレイを用いた発話データから上記の一定の結果を導
くことができた。
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中国人日本語学習者の依頼発話行為の習得について
　　　　　　　
　　　　　楊　旖旎 （YANG YINI） （博士前期課程 2018 年 9 月修了）
　日本の「留学生受入れ政策」実施によって、来日する日本語学習者が増えている。しかし、
文法には習熟した日本語学習者であっても、持てる言語知識をどのような場面で、どのよ
うに使うのかという語用論的能力が不足し、コミュニケーションには苦労する。近年、日
本語教育領域では、発話行為に注目した語用論の研究が行われているが、その中でも、依
頼発話行為は学習者が頻繁に経験するものであり、最も集中的に研究されている。
　本研究では、依頼発話行為を取り上げ、一連の発話連鎖において、中国語を母語とする
学習者（以下、CJ）と日本人母語話者（以下、JJ）の間の相違を明らかにする。また、中
国人母語話者（以下、CC）の発話を分析することによって、母語からの影響によるのか
を検証する。さらに、学習者の習熟度がこれらの問題点にどのように関わるかを考察する。
　本研究は、母（2011）の 13 依頼発話項目に基づいて、I-JAS（International Corpus of 
Japanese as a Second Language）の依頼ロールプレイにおける CJ と JJ の発話データを
対象に、分析を行った。また、同じ依頼場面の設定で、CC の発話データを収集し、分析
した。更に、CJ を上位群と下位群に分け、レベル別に分析した。
　その結果、依頼が一旦成立した後の会話終了時に「よろしくお願いします」のように
再び依頼を行う「再依頼」発話の使用について、CJ は JJ より少なかった。これは、母
（2011）の結果と一致したが、CC に「再依頼」が見られなかったことから、プラグマティッ
ク ･ トランスファーの可能性があると考えられる。また、依頼発話の言語形式を調べると、
CJ は、JJ のような文末を言い切らない表現を全く使わず、初級で学んだ基本文型のみを
使っていた。更に、会話終了の部分において、JJ は「ご迷惑をかけします、よろしくお
願いします」のような「謝罪＋儀礼表現」の組み合わせ表現を多く使ったのに対し、多く
の CJ は「ありがとうございます」のような感謝表現だけを使い、相手のポジティブ・フェ
イス（自分の願望や行動が他人から好ましく思われたいという願望）を満たすポジティブ・
ポライトネスを多用していた。加えて、レベル別の観点から、上位群のほうが下位群より
「再依頼」の使用が多いなど、語用論の習得が進んでいることがわかった。
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英語を母語とする日本語学習者による「断り」の発話行為の分析
――中級日本語学習者と日本語母語話者の比較――
　　　　　　　
　　　　　吉國 智恵美 （CHIEMI YOSHIKUNI）（博士前期課程 2018 年 9 月修了）
　「断り」は、断る側が、依頼者である話し手の望んでいないことを言う行為である。そ
のため、断る側は、相手の不快感を和らげるために、相手との関係、場面、状況による語
用論的な方略を使い分けることが必要となる。第二言語学習者にとっては、とりわけ高度
な語用論的能力が要求される発話行為といえる。
　本研究では、依頼されたことを断るという最も困難な「断り」の発話行為において、英
語を母語とする中級日本語学習者と日本語母語話者にどのような違いがあるか、その特徴
を明らかにすることを目的とする。
　研究対象には、I―JAS（International Corpus of Japanese as a Second Language）「多
言語母語の日本語学習者横断コーパス」のロールプレイより英語を母語とする中級日本
語学習者と日本語母語話者の「断り」の発話から収集したデータを利用した。そして、
Beebe et al. （1990） の意味公式に基づく分析とカノックワン （1997） が提示した「「断り」
の中心構造のモデル」に基づく言語形式の分析を行った。
　その結果、英語を母語とする日本語学習者の発話行為の中で、「意味公式」（「直接的な
断り」や「謝罪・遺憾な気持ち」）と「断り」への付加的表現の使用頻度において日本語
学習者に母語の英語から日本語へのプラグマティック・トランスファーの可能性があると
考えられた。加えて、「言い訳・理由・説明」の内容において日本語母語話者と英語を母
語とする日本語学習者には、「断り」において、相手への配慮の仕方が異なることがわかっ
た。このことから、意味公式においては、日本語母語話者は断ったこと自体に配慮をし、
相手に陳謝の意を述べる。一方、英語を母語とする日本語学習者は、「断る」理由を相手
に理解してもらうことに配慮して具体的な理由を述べるという違いがあった。これらは母
語の英語から日本語へのプラグマティック・トランスファーの可能性があると考察された。
また、言語形式においては、日本語母語話者は、「理由」「不可」の内容を表す節末、文末
において、断る相手との関係に適した接続助詞を用い、相手に対して配慮を示した。一方、
日本語学習者は、「（できないと）思います」や終助詞の（たとえば「難しいですね」）の
使用により、相手に配慮を示す傾向が見られた。また、日本語学習者については、言語習
熟度の低さが、節末、文末の言語表現に影響していると考えられる。
